	主に
①　　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	2年文系（キャリア特進コース）

	教科（科目）
	化学基礎（酸と塩基）×数学（指数対数）

	授業の目標
	酸・塩基の定義および水素イオン濃度を復習した上で、
水素イオン濃度とpHの関係を数学的に捉え、pHの数値の意味を説明できる

	内容
	酸・塩基および水素イオン濃度を復習し、水素イオン濃度とpHの関係を指数・対数の考え方を用いて捉え、pHの数値の意味を説明できるようにする。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	B学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義

	
	D課題対応力
	①テーマ（問い）設定

	
	Gコミュニケーション能力
	①傾聴　②対話・議論

	
	
	

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	理科（化学基礎）で扱うpHの概念を数学（指数・対数）と関連付け、数式が現象を説明する道具として機能することを体験する教科横断型授業である。水素イオン濃度とpHの関係を数学的に捉え直し、教科間のつながりを意識して理解を深める。


パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	導入


	・本日することの流れを理解する
	・本日することの流れを話す
（化学担当者）
	パワーポイントを用いて、本時の流れを視覚化する

	展開１







展開２




展開３





展開４

	・酸と塩基の定義について復習する
（アレニウスの定義とブレンステッド・ローリーの定義について）
・問題演習に取り組む


・水素イオン濃度の表し方について復習する
・問題演習に取り組む


・水素イオン濃度から、pHに変換する定義について復習する



・水素イオン濃度から、pHに変換する演習に取り組む
	・酸と塩基の定義について説明する（化学担当者）



・机間指導を行いながら、つまづきを解消する（同前）

・水素イオン濃度の表し方を説明する（同前）
・机間指導を行いながら、つまづきを解消する（同前）

・水素イオン濃度から、pHに変換する定義について説明する（同前）
・対数を用いて、pHを求める方法を説明する（数学担当者）

・机間指導を行いながら、つまづきを解消する（両者）
	パワーポイントを用いて、それぞれの定義を視覚化する





	まとめ
	・本時の振り返りを行う
	・本時の振り返りを行わせる
（化学担当者）
	



	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ


授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。

